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みんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいや！
協働のまちづくり

「
き
ば
ら
い
や
上
中
山
」

「
集
い
・
に
ぎ
わ
う
！
よ
う
こ
そ
学
び
の
里
へ
」

　
「
き
ば
ら
い
や
上
中
山
」は
、上
中
山
地
区

の
地
域
自
主
組
織
と
し
て
、「
つ
ど
う
・
に
ぎ

わ
う
・
う
る
お
う
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、住
ん

で「
楽
し
い
」・「
安
全
」・「
安
心
」な
地
域
づ

く
り
を
行
う
た
め
平
成
26
年
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
拠
点
は
、
旧
上
中
山
保
育

所
「
学
び
の
里 

甲
川
」（
束
積
）
で
す
。

　

今
年
は
、
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
大
山
寺
ま
で
の
約
18
・

5
キ
ロ
を
歩
く
「
蟻
の
大
山
ま
い
り
」
を

計
画
し
、
約
１
０
０
名
の
参
加
者
・
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
参
拝
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
毎
日
、
隣
接
す
る
町

営
プ
ー
ル
を
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
午
後
（
盆
の
期
間
除
く
）
を
特
別

開
館
し
ま
す
。

　

き
ば
ら
い
や
上
中
山
で
は
、
今
こ
こ
に

暮
ら
す
私
た
ち
が
知
恵
を
集
め
、
地
域
と

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
守
れ
る
よ
う
皆
さ

ま
と
力
を
合
わ
せ
活
動
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
学
び
の
里
甲
川
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
大
山
き
の
え
川
米
研
究
会
】

適
正
管
理
の
研
修
と
情
報
交
換

【
か
ふ
ぇ
】

毎
週
木
曜　

11
時
30
分
～
16
時

土
曜
は
カ
フ
ェ
の
み
営
業

13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
わ
た
ぼ
う
し
】

古
布
や
毛
糸
を
使
っ
た
手
作
り
の
作
品

を
作
成
、
販
売

【
麦
の
会
】

図
書
の
展
示
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

【N
joy

】

中
山
地
区
の
若
い
方
の
地
域
活
動

【
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
の
会
】

な
つ
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
す
（
木
曜
日
）

【
カ
ラ
オ
ケ
】

第
１
・
第
３
木
曜　

19
時
～

【
生
け
花
の
会
】

第
２
・
第
４
火
曜　

９
時
30
分
～

【
園
芸
部
】

第
１
火
曜　

９
時
30
分
～

園
庭
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す

【
コ
ス
プ
レD

aicen

】

写
真
撮
影
会
の
実
施

【
今
後
の
活
動
予
定
】

English day 　

Cam
p in 

学
び
の
里

11
月
18
日
（
日
）　

甲
川
ま
つ
り

12
月
中
旬　

X
'm

as

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

今月は「きばらいや上中山」と
「支え合いのまち御来屋」です。
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

「
支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋
」

ま
ち
・
海
・
自
然
・
文
化
を
通
じ
て
、

未
来
へ
つ
な
が
る
御
来
屋
を
！

　
「
支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋
」
は
、
御
来

屋
地
区
の
地
域
自
主
組
織
と
し
て
、
暖
か

く
彩
り
い
っ
ぱ
い
で
、
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、

平
成
26
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
と
し
て
「
近
所
の
近
助
」
に
重
点

を
置
き
、
各
区
の
自
主
防
災
組
織
や
、
鳥

取
大
学
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
を
独
自
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
増
え
続
け
る
空
き

家
を
利
用
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
り
ち
宿や

ど

」
の
オ
ー
プ
ン
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
、「
御
来
屋
夕
日
公
園
」
を
造
成
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
ハ
ワ
イ
と
御
来
屋
の
交
流
事
業

「
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
カ
イ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
国
内
外
の
有
名
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
漁
港
の

倉
庫
等
に
壁
画
を
描
き
、
ア
ー
ト
な
ま
ち
御

来
屋
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

人
々
が
御
来
屋
を
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
が
戻

る
こ
と
で
、
経
済
的
な
発
展
を
考
え
て
い

ま
す
。
御
来
屋
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
！

平
成
30
年
度
事
業

【
定
住
部
会
】

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
支
援

空
き
家
活
用
支
援

音
楽
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
企
画

【
世
代
間
交
流
部
会
】

御
来
屋
体
験

盆
踊
り
へ
の
協
力

【
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
部
会
】

防
災
訓
練
、
防
災
学
習
会

【
本
部
会
】

夕
日
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理

広
報
誌
発
行
「
み
く
り
や
タ
イ
ム
ズ
」

【
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
カ
イ
）
フ
ェ
ス
】

「
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
カ
イ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

７
月
23
日
〜
８
月
１
日

会
場
：
御
来
屋
漁
港
周
辺

◆
問
い
合
わ
せ
先

支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

大
山
町
役
場
企
画
課
内

＊
情
報
はfacebook

「
支
え
合
い
の
ま
ち

御
来
屋
」
に
掲
載
し
ま
す

KAI プロジェクトスケジュール
【７月26日（木）・27日（金）】
町内の保育園児（年長組）とアーティストが交流
◆場所　お魚センター周辺
◆時間　13 時 30 分～

【７月28日（土）】
アート制作
◆場所　お魚センター周辺
ステージイベント
◆場所　御来屋漁港
◆時間　17 時～

【７月29日（日）】
御来屋漁港で海遊び
◆時間　13 時～ 16 時

【７月30日（月）～８月１日（水）】
アート仕上げ
◆場所　お魚センター周辺　

※ＫＡＩプロジェクトとは
ハワイの言葉で海を意味する「ＫＡＩ（カイ）」
と御来屋の「海」をつなぐプロジェクト。

▲昨年、防波堤に描かれたアート
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シ
リ
ー
ズ
　
学
力
向
上
へ
の
道

わ
が
校
の
学
力
向
上
の

取
り
組
み

大山小学校

問
題
解
決
の
力
を
育
む

理
科
の
授
業
づ
く
り

　

大
山
小
学
校
で
は
、
新
し
い
学
習
指
導

要
領
の
理
科
の
目
標
に
示
さ
れ
た
「
問
題

解
決
の
力
」
を
育
て
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
、
理
科
の
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
校

内
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
児
童
が
主
体

的
に
問
題
解
決
を
行
う
理
科
の
授
業
づ
く

り
を
通
し
て
、
児
童
の
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
を
育
み
、
ひ
い
て
は
理
科
以
外

の
教
科
に
も
通
じ
る
確
か
な
学
力
を
育
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
理
科
に
お
け
る
問
題
解
決
の
流
れ

　

～
大
山
小
バ
ー
ジ
ョ
ン
～

　

本
校
で
は
、「
理
科
に
お
け
る
問
題
解

決
の
流
れ
～
大
山
小
バ
ー
ジ
ョ
ン
～
」
を

作
成
し
、
自
然
事
象
に
対
す
る
気
づ
き
を

も
と
に
児
童
自
ら
が
解
決
す
べ
き
問
題
を

見
出
し
、
生
活
経
験
や
こ
れ
ま
で
の
学
習

を
も
と
に
根
拠
の
あ
る
予
想
・
仮
説
を
立

て
、
そ
れ
を
確
か
め
る
方
法
も
児
童
が
考

え
、
そ
の
方
法
に
基
づ
い
て
実
際
に
観
察
・

実
験
を
行
い
、
結
果
を
整
理
し
て
、
そ
こ

か
ら
わ
か
る
こ
と

に
つ
い
て
考
察

し
、
互
い
に
意
見

を
出
し
合
い
な
が

ら
ま
と
め
を
行
う

と
い
っ
た
学
習
の

流
れ
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

時
に
は
、
児
童

が
考
え
た
実
験
方

法
に
不
十
分
な
点

が
あ
り
、
同
じ
実

験
を
し
た
の
に
班

に
よ
っ
て
異
な

る
結
果
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
に
は
、
実
験
の
方
法
を
検
証
し

直
し
、
条
件
を
整
え
て
再
度
実
験
を
行
う

よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
効
率
の
良

い
学
習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う

な
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
の
力

で
問
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
が

育
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
一
人
一
人
の
思
考
の
流
れ
を

　

大
切
に
し
た
ノ
ー
ト
指
導

　

本
校
の
理
科
の
学
習
で
は
、
Ａ
４
判
の

５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
方
眼
ノ
ー
ト
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
問
題
解
決
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

予
想
や
方
法
、
結
果
や
考
察
な
ど
を
自
分

の
言
葉
で
書
く
活
動
を
繰
り
返
す
中
で
、

何
の
た
め
に
書
く
の
か
、
何
を
書
け
ば
よ

い
の
か
と
い
っ
た
「
理
科
の
学
び
方
」
が

児
童
に
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
考
察
」
に
つ
い
て
は
「
事
実
」
と
「
解
釈
」

を
分
け
、「
実
験
す
る
と
～
だ
っ
た
。（
事

実
）
こ
の
こ
と
か
ら
、
～
と
考
え
ら
れ
る
。

（
考
察
）」と
い
っ

た
記
述
の
仕
方

も
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
ノ
ー
ト

指
導
を
通
し
て
、

児
童
の
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現

力
等
も
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。

★
成
果
と
課
題

　

授
業
に
お
い
て
、
意
欲
的
に
問
題
解
決

に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
、
積
極
的
に
自

分
の
考
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
山
町
で
、毎
年
小
学
校
３
年
生
以

上（
理
科
は
４
年
生
以
上
）が
実
施
し
て
い
る

標
準
学
力
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、
着
実
に

理
科
に
お
け
る
学
力
向
上
の
取
り
組
み
の
成

果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。【
表
１
】

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
理
科
以
外
に
も
、
３
年
生
以
上

が
学
習
す
る
「
理
科
」
に
つ
な
が
る
１
、２

年
生
の
「
生
活
科
」
の
授
業
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
理
科
の
取

り
組
み
を
他
教
科
の
学
力
向
上
に
ど
の
よ

う
に
広
げ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
課
題
も

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
社
会
が
急
激
に
変
化
し
、
将
来

の
予
測
が
困
難
な
時
代
が
到
来
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
理
科
の
授
業
づ
く
り

を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
時
代
を
切
り
拓

い
て
い
け
る
確
か
な
学
力
を
児
童
に
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲「問題解決の流れ」に沿った板書

▲児童のノート

▲自分たちが考えた方法で実験
をする児童

【表 1】平成 30 年 4 月
実施標準学力調査結果

（理科）

平均正答率

４年 76.1  （  ＋ 3.0）

５年 85.0（＋ 18.9）

６年 83.2（＋ 11.3）

（　）内の数字は全国比較
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豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

～
身
近
な
自
然
や
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
～

名
和
さ
く
ら
の
丘
保
育
園

▲ダイナミックに遊んでどろの感触を楽しむ園児たち

きょういく通信

　

名
和
さ
く
ら
の
丘
保
育
園
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
体
験
や
人
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、『
元
気
な
体
づ
く
り
と
豊
か
な
心
』
を

育
て
る
こ
と
を
目
標
に
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

５
月
末
に
は
４
・
５
歳
児
が
地
域
の
方
の

田
ん
ぼ
に
入
ら
せ
て
も
ら
い
、
泥
ん
こ
遊

び
を
し
ま
し
た
。
昨
年
も
泥
ん
こ
遊
び
を

経
験
し
て
い
る
５
歳
児
の
中
に
は
、
楽
し

み
に
す
る
子
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
は
じ

め
は
ほ
と
ん
ど
の
子
が
恐
る
恐
る
田
ん
ぼ

に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
走
っ

た
り
、
寝
そ
べ
っ
た
り
し
て
、
遊
び
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
な
り
、
泥
の
感
触
を
思
う

存
分
味
わ
い
ま
し
た
。

　
「
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
き
も
ち
わ
る
い
～
」「
つ

め
た
い
ね
」「
○
○
み
た
い
な
匂
い
が
す
る
」

な
ど
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
い
な
が
ら

遊
び
を
楽
し
み
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
保
育

園
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

出
会
い
や
経
験
に
よ
っ
て
、
喜
ん
だ
り
、

感
動
し
た
り
、
不
思
議
に
思
っ
た
り
、
時

に
は
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
葛
藤
を
味
わ
っ

た
り
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
育
園
で
は
、
豊
か
な
自
然
が
身
近
に

あ
り
、
季
節
ご
と
に
か
ら
だ
全
体
で
感
じ

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
年
を
通

し
て
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
る
地

域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
な
が
ら
、
人
と
関

わ
り
、
心
を
揺
り
動
か
す
感
動
体
験
を
積

み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
の
感
性
を
刺
激

す
る
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
み
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
大
山
町
の
子
ど
も
に
育
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

い
い
汗
キ
ラ
リ
！

と
こ
ろ
ご
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

第
30
回
と
こ
ろ
ご
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

が
、
７
月
１
日
に
大
山
公
民
館
所
子
分
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
１
２
７
人
の
参
加
が
あ
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
三
種
目
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
清
原
、
唐
王
地

区
を
歩
き
、
唐
王
神
社
で
は
、
地
元
の
み

な
さ
ん
に
紙
芝
居
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

心
地
よ
い
汗
と
と
も
に
所
子
地
区
の
歴
史

も
学
び
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

団
体
の
部

【
優　

勝
】　

大
山
口
チ
ー
ム

【
準
優
勝
】　

国　

信
チ
ー
ム

【
第
三
位
】　

野　

田
チ
ー
ム

個
人
の
部

【
優　

勝
】　

新
井　

繁
美

【
準
優
勝
】　

美
甘　
　

要

【
第
三
位
】　

舩
原　

幹
夫

＊
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
優　

勝
】　

平
木
チ
ー
ム

【
準
優
勝
】　

上
野
チ
ー
ム

【
第
三
位
】　

福
尾
チ
ー
ム

「納涼の夕べ」
日本一近い頭上花火を見よう

　大山公民館では、恒例の『納涼の夕べ』
を行います。大山西小学校５年生の創作ダ
ンス「大山カラス天狗伝説」、大山中学校
吹奏楽部などによる「納涼コンサート」、「盆
踊り」、地元の団体による夜店もあります。
　20 時からは、大山開山 1300 年を記念し
た納涼花火大会をお楽しみください。

◆日時　８月 18 日（土）15 時 30 分～
◆場所　大山公民館前広場
○雨天の場合は大山公民館大集会室

◆問い合わせ先
　納涼の夕べ実行委員会事務局
　（大山公民館）

☎０８５９－５３－３００３
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きょういく通信

「
大
山
検
定
」  

一
般
の
部
に

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

中
山
い
さ
い
踊
り
保
存
会　

盆
踊
り
大
会

　

広
報
６
月
号
で
紹
介
し
た
「
大
山
検
定
」

で
す
が
、
一
般
の
部
の
開
催
日
が
決
定
し

ま
し
た
。
３
会
場
で
受
検
で
き
ま
す
。
大

山
検
定
の
合
格
者
に
は
、
10
月
27
・
28
日

に
開
催
す
る
、
町
の
総
合
文
化
祭
の
な
か

で
「
大
山
マ
ス
タ
ー
」
の
認
定
証
を
贈
呈

し
ま
す
。

◆
日
時

10
月
14
日
（
日
）

13
時
30
分
～

※
検
定
時
間
は
90
分
間
で
す
。

◆
場
所

◦
中
山
公
民
館

◦
名
和
公
民
館

◦
大
山
公
民
館

◆
参
加
資
格

　

町
内
を
問
わ
ず
、
小
学
生
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
検
定
内
容

　

大
山
に
関
わ
る
自
然
や
歴
史
、
文
化

等
か
ら
60
問
を
出
題
し
、
記
述
ま
た
は

選
択
に
て
解
答
し
て
も
ら
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

町
内
各
公
民
館
に
備
え
つ
け
て
あ
る

申
込
用
紙
に
よ
り
、
９
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
事
務
局
ま
た
は
各
公
民
館
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
大
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

	

後
日
お
申
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

当
日
の
詳
細
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

通
知
い
た
し
ま
す
。

※
こ
の
大
山
検
定
は
、
鳥
取
県
の
「
大
山

公
認
ガ
イ
ド
養
成
事
業
」
と
連
携
し
て

お
り
、
氏
名
、
住
所
等
個
人
情
報
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
旨
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
（
事
務
局
）

社
会
教
育
課　

文
化
財
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

　

江
戸
時
代
後
半
か
ら
踊
ら
れ
小
泉
八
雲

も
見
物
し
た
「
い
さ
い
踊
り
」
を
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
踊
り
続
け
て
い

こ
う
と
「
中
山
い
さ
い
踊
り
保
存
会
」
の

皆
さ
ん
が
、
毎
年
、
盆
踊
り
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
「
小
学
生
・
中
学
生

い
さ
い
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
近
所
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
の

踊
り
・
太
鼓
・
唄
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
18
日
（
土
）

19
時
30
分
～
20
時
45
分

◆
場
所　

中
山
公
民
館
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
山
公
民
館
２
階
大

会
議
室

◎
い
さ
い
踊
り
講
習
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
初
め
て
の
方
で
も

踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。）

◆
日
時　

８
月
３
日
（
金
）

19
時
30
分
～
20
時
30
分

◆
場
所　

中
山
公
民
館
２
階
大
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

中
山
い
さ
い
踊
り
保
存
会
事
務
局

（
中
山
公
民
館
内
）

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
３
４

日ごろの成果を発揮
町民グラウンド・ゴルフ大会

　「第 14 回大山町民グラウンド・ゴル
フ大会」が、６月３日に仁王堂公園で
行われました。参加者は 144 人。さわ
やかな初夏の風を受けながら、日ごろ
の練習の成果を発揮し、熱戦が繰り広
げられました。上位入賞のチーム・個
人は次のとおりです。（敬称略）

【団体の部】
　優　勝　赤松チーム　247 打
　準優勝　内蔵チーム　264 打
　第３位　大山口チーム　275 打
【個人の部】
　優　勝　西川昌康（赤坂）　　35 打
　準優勝　明里義夫（末吉）　　38 打
　第３位　新井繁美（中高）　　38 打
　第４位　門脇美代子（大山口）39 打
　第５位　的場美津子（ＧＧ名和支部）39 打
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きょういく通信

ま
ち
の
た
か
ら
（
41
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」　

第
15
話

▶
賽
の
河
原

　

今
回
は
第
４
章
の
う
ち
、
い
ろ
い
ろ
な

大
山
信
仰
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

池
さ
ん
神
事
と
は
ま
な
ん
ご
神
事

　

伯
耆
町
大
内
で
は
、
水
に
ま
つ
わ
る
「
池

さ
ん
神
事
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
28
年
の
日
本
遺
産
認
定
時
に
は

「
は
ま
な
ん
ご
神
事
」
と
し
て
お
知
ら
せ
し

て
い
た
も
の
で
す
。
普
及
啓
発
す
る
中
で
、

「
硯す

ず
り
が
い
け

ヶ
池
」
で
行
わ
れ
て
い
た
「
池
さ
ん
神

事
」
が
、次
第
に
「
は
ま
な
ん
ご
（
浜
難
言
）」

が
あ
る
場
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、同
じ
例
祭
日
に
「
は
ま
な
ん
ご
神
事
」

と
「
池
さ
ん
神
事
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
二
つ
の
神
事
の
混
同
が
生
じ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
遺
産

の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
も
修
正
申
請
を

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

山
陽
方
面
の
大
山
信
仰

　

大
山
の
南
側
、
い
わ
ゆ
る
山
陽
方
面
に

は
、
死
者
と
牛
馬
を
供
養
す
る
大
山
の
信

仰
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
牛
馬
供
養
に
つ

い
て
は
、
前
回
も
ご
紹
介
し
た
牛
供
養
田

植
の
よ
う
な
形
で
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。

　

山
陽
方
面
で
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
霊

は
大
山
に
集
ま
り
、
山
頂
か
ら
あ
の
世
に

お
も
む
く
と
い
う
「
他
界
」
信
仰
が
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
縁
者
を
失
っ

た
人
々
は
、
は
る
ば
る
大
山
寺
を
訪
ね
、

大
山
の
地
蔵
菩
薩
に
よ
る
救
済
を
願
い
、

金
門
奥
に
あ
る
賽さ

い

の

か

わ

ら

の
河
原
で
故
人
を
供
養

し
ま
し
た
。

　

特
に
『
地じ

ぞ

う

わ

さ

ん

蔵
和
讃
』
で
は
、
早そ

う
せ
い世
し
た

幼
子
が
、
河
原
で
小
石
を
積
ん
で
は
地
獄

の
鬼
に
壊
さ
れ
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、

こ
の
世
の
親
に
会
い
た
い
と
願
っ
て
い
る

と
、
地
蔵
菩
薩
が
現
れ
て
「
今
日
よ
り
後

は
我
を
冥
土
の
親
と
思
え
」
と
抱
き
か
か

え
、
冥
土
へ
連
れ
て
行
く
と
さ
れ
て
お
り
、

子
を
失
っ
た
父
母
の
深
い
悲
し
み
の
心
と

我
が
子
の
救
済
を
願
う
思
い
が
滲
み
出
て

い
ま
す
。

　

今
で
は
見
か
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
大
山
の
賽
の
河
原
の
石
積
み

に
は
、
故
人
へ
の
思
い
と
救
済
の
願
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

第
９
回
茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

鳥
取
県
大
山
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

第
９
回
茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
鳥
取
県

大
山
大
会
が
、
６
月
16
・
17
日
に
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
約
１
８
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

16
日
は
、
大
山
公
民
館
を
会
場
に
「
伯

耆
国
の
茅
葺
き
―
弥
生
の
里
に
ル
ー
ツ

を
探
り
未
来
を
考
え
る
―
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
・
報
告
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
さ
れ
た
茅
葺
き

職
人
の
方
や
茅
葺
き
に
関
わ
る
い
ろ
い

ろ
な
立
場
の
方
が
意
見
や
質
問
を
さ
れ
、

今
の
茅
葺
き
を
取
り
巻
く
環
境
と
未
来

に
つ
い
て
、
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

17
日
は
、
現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
、
大

山
寺
周
辺
の
堂

宇
や
社
殿
、
僧

坊
建
物
、
所
子

伝
建
地
区
、
鳥

取
県
立
む
き
ば

ん
だ
史
跡
公
園

な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

所
子
で
は
、

所
子
町
並
み
保

存
会
の
皆
さ
ん
が
伝
建
地
区
内
を
案
内

し
、
門
脇
家
住
宅
等
保
存
協
力
会
の
皆

さ
ん
が
本
門
脇
家
・
南
門
脇
家
・
東
門

脇
家
の
説
明
や
昼
食
会
場
の
準
備
な
ど

を
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
の
住
宅
で
い

た
だ
く
昼
食
に
「
な
ん
て
贅
沢
！
」
と
、

参
加
者
の
方
が
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
で
は
、
整
備

さ
れ
た
復
元
住
居
を
前
に
、
屋
根
の
葺

き
方
な
ど
を
興
味
津
々
に
見
学
さ
れ
ま

し
た
。

　

茅
葺
き
文
化
の
人
の
繋
が
り
と
未
来

へ
の
継
承
を
考
え
る
良
い
会
と
な
り
ま

し
た
。　

　
（
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）茅葺き堪能！

パネルディスカッション
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No.159

たくさんご寄贈いただきました
　大山町稲光出身で就実短期大学（岡山市）名誉教授の松本（旧姓山根）薫子さんが教育研究
所に寄贈された本の中から約80冊を、７月に大山町立図書館に所蔵しました。
　児童書関係の研究をされていたこともあり、良い状態の児童書を多くいただきました。
　たくさんの方にご利用いただきたいと思います。

＜所蔵登録した資料＞
◦かくしたのだあれ／五味太郎
◦たべたのだあれ／五味太郎
◦おじさんのかさ／さのようこ
◦ちいさなじどうしゃ／ミシェル・ゲイ
◦ちいさなヘリコプター／ミシェル・ゲイ
◦ちいさなふね／ミシェル・ゲイ
◦あっちゃんあがつく／さいとうしのぶ
◦おおきな木／シェル・シルヴァスタイン
◦いもうとのにゅういん／筒井頼子
◦とんことり／筒井頼子
◦あわててにげた／得田之久
◦ふゆののはらでかれくさつみ／あきやまじゅんこ

◦あさいち／大石可久也
◦あかちゃんこんにちは／長谷川摂子
◦だいふくもち／田島征三
◦じゃあじゃあびりびり／まついのりこ
◦虫の飼いかたさがしかた／藤丸篤夫・新開孝
◦日本の神様絵図鑑全３巻／松尾恒一
◦幸田文全集全 23 巻
◦ゆかいないっぴきはん／シェル・シルヴァスタイン
◦ぼくのぱん わたしのぱん／神沢利子
◦小さないのち①〜④／アルセア
◦はらぺこあおむし（英語版）／エリック・カール
◦ぼくのねこみなかった？（英語版）／エリック・カール
　等

図書　　　の紹介
  一般・文学  
☆鍵の掛かった男 / 有栖川 有栖

☆泣きかたをわすれていた / 落合 恵子

☆あの夏、二人のルカ / 誉田 哲也

☆未来 / 湊 かなえ

☆あやかし草紙 / 宮部 みゆき

☆葬偽屋に涙はいらない / 森 晶麿

  その他  
☆旅がグンと楽になる７つの極意 / 下川 裕治

☆一生使える「電話のマナー」/ 尾形 圭子

☆小さな暮らしのおすそわけ / ミスミ ノリコ

☆白内障のひみつ / 赤星 隆幸

☆発達障害を生きる / ＮＨＫスペシャル取材班

☆ハーバリウムづくりの教科書 / 平山 りえ

☆とっておきの知育おもちゃ / 寺西 恵里子

  児童書・絵本  
☆おばあちゃんが、ぼけた。/ 村瀬 孝生

☆もりのほうせきねんきん / 新井 文彦

☆妖精のメロンパン / 斉藤 栄美

☆アントンせんせい / 西村 敏雄

☆いっさいはん /minchi

4日（土）	 てんぐちゃんのこわーいおはなし会
	 （大山分館）
	 11：00〜 11：30
12日（日）	 おはなし図書館（本館）
	 11：00〜 11：30
19日（日）	「夏・なつ・なつのお話会」
	 （名和分館）
	 10：30〜 11：00

８月の図書館 大型絵本（貸出は団体のみ）
おおきなかぶ／トルストイ
きんぎょがにげた／五味太郎
しっぽのはたらき／薮内正幸
たまごのあかちゃん／かんざわとしこ
はっぱのおうち／林明子
はははのはなし／加古里子
みんなうんち／五味太郎
もりのおふろ／西村敏雄
わにわにのおふろ／小風さち
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人
権
の
つ
ぼ  

157
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ん
だ
こ
と　

若
者
た
ち
の
声
」（
１
）

　

６
月
28
・
29
日
の
２
日
間
、
第
43
回
部

落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講
座
が
、
米

子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
米
子
市

公
会
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
各
地
か
ら
３
千
人
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
、
大
山
町
で
は
62
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
の
２
日
間
、「
同
性
婚
か
ら
見
た
多
様
な

性
、
多
様
な
家
族
」「
沖
縄
か
ら
問
う　

平

和
と
民
主
主
義
」「
部
落
差
別
解
消
推
進
法

の
具
体
化
に
向
け
た
自
治
体
の
取
り
組
み
」

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ん
だ
こ
と　

若

者
た
ち
の
声
」
の
４
つ
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す

る
」
講
演
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
広
島
県
福
山
市
に
あ
る
「
盈
進
中
学

高
等
学
校
」
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
顧

問
の
延　

和
聰
先
生
と
２
０
１
６
年
度
部

長
だ
っ
た
髙
橋　

和
さ
ん
の
お
二
人
が
報

告
さ
れ
た
も
の
で
す
。
長
島
愛
生
園
を
中

心
と
し
た
23
年
間
の
交
流
学
習
の
内
容
で

す
。
以
下
、
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
延　

和
聰
先
生
の
報
告
〉

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い

な
い
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
あ

り
、
私
た
ち
は
当
事
者
で
あ
る
。
と
り
わ

け
学
校
教
育
に
携
わ
る
者
は
、
終
生
絶
対

隔
離
政
策
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
、

国
家
政
策
の
片
棒
を
担
い
だ
加
害
者
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
活
動
を
続
け
る
の

で
あ
る
。

　

学
校
は
健
康
診
断
な
ど
で
子
ど
も
の
病

気
を
洗
い
出
し
、
療
養
所
に
送
り
込
ん
だ
。

病
気
の
子
ど
も
も
そ
の
家
族
も
排
除
し
、

い
じ
め
を
容
認
し
て
き
た
。
他
の
子
ど
も

や
教
員
が
見
て
い
る
中
、
校
庭
で
机
や
椅

子
を
焼
き
払
わ
れ
た
屈
辱
と
悲
し
み
は
今

も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
証
言
さ
れ
る
方
も
あ

る
。
ま
た
、
小
学
生
の
時
に
長
島
愛
生
園

に
収
容
さ
れ
た
Ｔ
さ
ん
は
、
同
じ
学
校
に

通
う
妹
が
学
校
か
ら
通
学
を
拒
否
さ
れ
、

卒
業
証
書
を
も
ら
っ
て
い
な
い
と
語
ら
れ

る
。
自
分
の
こ
と
よ
り
妹
の
事
が
悔
し
い

と
。
教
育
の
加
害
責
任
を
問
う
、
あ
ま
り

に
も
重
い
証
言
で
あ
る
。

　

こ
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
生
徒
も
教

職
員
も
何
を
学
ぶ
の
か
。
そ
れ
は
「
人
を

第
３
回
み
ん
な
の

人
権
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時　

8
月
2
日
（
木
）
19
時
～

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
講
演

「
じ
ぶ
ん
・
ま
る
！
～
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

よ
。
じ
ぶ
ん
で
い
い
よ
。
～
」

講
師　

田
中
一
歩
さ
ん
、
近
藤
孝
子
さ

ん
【
に
じ
い
ろi-Ru

（
ア
イ
ル
）】

◆
そ
の
他

①
小
学
校
入
学
ま
で
を
対
象
に
託
児
所
を

設
置
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に
お
子
さ
ん
の

お
名
前
・
年
齢
を
添
え
て
、
人
権
推
進

室
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
手
話
通
訳
・
そ
の
他
配
慮
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
人
権
推
進
室
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
介
護
課　

人
権

推
進
室
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎　

０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
54
‐
２
４
１
３

大
切
に
す
る

こ
と
を
胸
に

刻
む
こ
と
」

「
社
会
と
向

き
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を

自
覚
す
る
こ

と
」「
国
と

個
人
の
問
題

を
相
対
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
問

題
か
ら
い
じ
め
が
見
え
、
国
が
見
え
、
部

落
差
別
が
見
え
、
障
が
い
者
差
別
が
見
え
、

地
域
や
社
会
が
見
え
て
く
る
。
い
じ
め
や

差
別
は
ど
う
す
れ
ば
な
く
な
る
の
か
、
国

や
社
会
は
ど
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、

自
分
た
ち
市
民
は
ど
う
生
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
、
自
覚
的
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

　

あ
る
療
養
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
が

生
徒
に
託
さ
れ
た
言
葉
。「
原
爆
で
苦
し
む

人
た
ち
の
事
を
聞
け
ば
、
同
じ
痛
み
を
感

じ
る
。
私
た
ち
は
子
ど
も
を
作
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
事
を
語
り
継

い
で
く
れ
る
子
ど
も
が
い
な
い
。
ど
う
か

私
た
ち
の
こ
と
を
語
り
継
い
で
欲
し
い
」。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
の
生
徒
た
ち
が

真
剣
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
こ
そ
が
私
に

と
っ
て
は
希
望
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

姿
は
誰
よ
り
も
回
復
者
、
ご
家
族
の
命
の

リ
レ
ー
だ
と
信
じ
て
い
る
。

（
次
回
は
髙
橋　

和
さ
ん
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。）

に
じ
い
ろi-Ru

（
ア
イ
ル
）
は
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
さ
れ
る
子

ど
も
た
ち
と
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

『
じ
ぶ
ん
』
で
い
ら
れ
る
居
場
所
を
つ

く
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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まちの話題

大
山
こ
そ　

こ
の
地
の
宝

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
み
ど
り
の
風
」
上
演

晴れ渡る空に響く歓声! !

大山地区
ソフトボール大会

▶ 

優
勝
し
た
種
原
チ
ー
ム

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
み
ど
り
の
風
」
が
、
６
月
16
日
・

17
日
の
両
日
、
中
山
温
泉
生
活
想
像
館
で

初
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
米
子
市
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

劇
団
ゆ
め
」
が
開
山
１
３
０
０
年
祭
の
た

め
に
新
た
に
制
作
し
た
、
完
全
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
作
品
で
す
。
今
回
、
大
山
町
と
の
共

催
で
出
演
者
を
公
募
す
る
町
民
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

の
７
人
が
、
約
半
年
間
の
厳
し
い
稽
古
を

経
て
初
舞
台
に
臨
み
、
竹
口
町
長
も
金
蓮

上
人
を
導
く
地
蔵
菩
薩
役
で
出
演
し
ま
し

た
。

　

物
語
は
、
カ
ラ
ス
天
狗
に
よ
っ
て
過
去

へ
導
か
れ
た
現
代
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大

山
寺
を
開
い
た
金
蓮
上
人
や
村
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
自
然
と
の
共
存

や
人
と
人
と
の
思
い
や
り
に
つ
い
て
思
い

を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
大
山
を
自
分
た
ち

が
守
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
る
、
と
い

う
内
容
で
す
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

「
感
動
し
て
涙
が
出
た
」「
大
山
愛
が
育
ま

れ
る
内
容
だ
っ
た
」「
子
ど
も
た
ち
に
見
せ

て
あ
げ
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
代
の
子
ど
も
役
で
出
演
し
た

加
賀
谷
紅
葉
さ
ん
（
大
山
中
１
年
）
は
「
大

山
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」、
村
の
子
ど
も

役
の
重
松
優
奈
さ
ん（
名
和
小
４
年
）は「
何

気
な
く
見
て
い
た
大
山
を
、
今
は
立
ち
止

ま
っ
て
見
る
」
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
を

通
じ
、
自
身
の
意
識
の
変
化
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
町
民
出
演
者
の
み
な
さ
ん
は
、

今
後
も
劇
団
ゆ
め
で
舞
台
活
動
を
継
続
さ

れ
ま
す
。

＊
「
み
ど
り
の
風
」
は
８
月
11
日
に
米
子

市
公
会
堂
（
山
の
日
全
国
大
会
）、
12

月
22
日
に
は
米
子
市
淀
江
町
の
さ
な
め

ホ
ー
ル
で
も
上
演
予
定
で
す
。 大山公民館大山分館

　
「
第
39
回
大
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
、
6
月
24
日
に
大
山
運
動
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
青
空
が
広

が
る
絶
好
の
運
動
日
和
で
、
出
場
者
・
応

援
あ
わ
せ
て
約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
参
加
も
多
数
あ
り
、
集
落

内
で
の
団
結
も
新
た
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

普
段
は
あ
ま
り
交
流
の
な
い
集
落
間
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
種
原
チ
ー
ム
の
優
勝
で
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
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まちの話題

操
法
大
会
で
大
山
第
３
分
団
が
３
位
入
賞

大
き
く
な
ー
れ
！　

２
代
目
大
山
並
木
松

　

第
60
回
鳥
取
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
、
６
月
10
日
に
鳥
取
県
消
防
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
消
防
団
員
が
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
揮
し
、
磨
き
上
げ
た
消
防

操
法
の
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
（
参
加

チ
ー
ム
10
チ
ー
ム
）
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
（
参
加
チ
ー
ム
４
チ
ー
ム
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
、「
山
の
日
」
記

念
全
国
大
会
の
記
念
行
事
と
し
て
、
2
代

目
大
山
並
木
松
の
植
栽
が
6
月
27
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
苗
木
は
、
平
成
28
年

3
月
に
大
山
小
の
児
童
が
接
ぎ
木
を
し
、

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

植
栽
作
業
は
、
鳥
取
森
林
管
理
署
職
員

の
指
導
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
山
小
の
４
・

5
年
生
23
人
と
県
、
町
、
大
山
寺
地
区
の

　

大
山
町
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
旧

町
ご
と
に
各
1
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
大
山

第
３
分
団
が
第
３
位
の
成
績
を
お
さ
め
ら

れ
ま
し
た
。
名
和
分
団
、
中
山
第
３
分
団

は
惜
し
く
も
上
位
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
積
み
重
ね
、
火
災
発

生
時
に
は
、
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
て
消
火

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

代
表
な
ど
関
係
者
ら
が
苗
木
を
植
え
、
倒

れ
な
い
よ
う
に
添
え
木
を
し
て
根
元
の
周

り
を
踏
み
固
め
ま
し
た
。

　

遭
難
者
が
多
か
っ
た
大
山
参
り
の
冬
の

道
し
る
べ
と
し
て
、
お
よ
そ
４
０
０
年
前

に
大
山
寺
豪
円
僧
正
が
、
当
時
の
山
奉
行

に
命
じ
て
植
え
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
「
大
山
並
木
松
」。
現
存
し
て
い
る
の
は

21
本
で
、
老
衰
や
害
虫
等
の
影
響
で
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

並
木
松
復
活
の
活
動
に
取
り
組
む
大
山

小
学
校
の
児
童
た
ち
は
「
未
来
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▶ 

贈
呈
式
の
様
子

頂
上
碑
移
設
に

寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

大
山
頂
上
碑
移
設
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、大
山
の
頂
上
を
保
護
す
る
会
（
会

長
：
竹
口
大
紀
大
山
町
長
）
に
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
（
米
子
市
と

境
港
市
に
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
10

団
体
）
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
6
月
29
日
に
大
山
町
役
場

で
行
わ
れ
、
同
協
会
の
川
中
修
一
さ
ん

と
、
田
中
康
晴
さ
ん
が
目
録
を
竹
口
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

目標物に放水（大山第３分団）



12平成 30 年 8 月

お
知
ら
せ

上記 URL または QR コードで申し込みできます。

詳細は、ウエブで検索を

※一定以上のポイントがあった方が抽選の対象となります

これを機会に、ぜひみんなで健康づくりに取り組みましょう！

◆問い合わせ先 ウォーキング立県 19のまちを歩こう事業実行委員会

☎０８５８－２４－５７２５
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お
知
ら
せ

特別な年の、
　特別な山の日を楽しもう

第3回「山の日」記念全国大会 in鳥取が開催されます！
いよいよ

■
期
日

　

８
月
11
日
（
土
・
祝
）

〇
記
念
式
典
（
大
山
総
合
体
育
館
）

　

９
時
15
分
～
10
時
45
分

☆
式
典
へ
の
入
場
は
、
抽
選
で
当
選
さ
れ

た
方
の
み
で
す
（
申
込
締
切
済
み
）。
式

典
の
様
子
は
モ
ニ
タ
ー
で
映
し
ま
す
の

で
、
会
場
隣
の
大
山
国
体
広
場
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

〇
歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
申
込
不
要
》

　

森
の
恵
み
感
謝
祭

	

大
山
国
体
広
場　

９
時
～
15
時

◦
県
内
各
地
の
木
工
製
品
等
の
紹
介
や
、

森
が
育
ん
だ
豊
か
な
食
や
水
を
存
分
に

味
わ
う
賑
わ
い
イ
ベ
ン
ト
。

【
予
定
内
容
】

　

名
和
小
学
校
児
童
と
鳥
取
県
警
音
楽
隊

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
、
丸
太

切
体
験
、木
工
教
室
、ミ
ッ
キ
ー
吉
野
さ
ん
、

桂
木
龍
さ
ん
の
歌
ス
テ
ー
ジ
、
飲
食
・
物
販
・

展
示
コ
ー
ナ
ー
等

※
こ
ち
ら
の
会
場
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
槇
原
駐
車
場
か
ら
無
料
の
専
用
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
５
分
か
ら
10
分
間
隔
で
出

発
予
定
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

里
の
恵
み
感
謝
祭　

	

米
子
市
公
会
堂
～
え
る
・
も
ー
る

		


11
時
～
17
時

◦
大
山
を
中
心
と
す
る
山
か
ら
里
に
か
け

て
の
産
品
や
文
化
芸
能
に
親
し
む
賑
わ

い
イ
ベ
ン
ト
。

【
予
定
内
容
】

　

と
り
ア
ー
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
（
伝
統
芸
能
、
ダ
ン
ス
、
合
唱
等
）、
飲

食
、
物
販
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
劇
団
ゆ
め

に
よ
る
演
劇
「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
記

念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
み
ど
り
の
風
』」
等

＊
夏
の
思
い
出
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
大
山
・
米
子
の
両
会
場
で
、
先
着

１
０
０
０
名
様
に
「
植
栽
キ
ッ
ト
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

第
3
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
in

鳥
取
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
８
２

　

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://m
ountainday-tottori.jp/

親子で楽しもう！（木工教室）

ミュージカル「みどりの風」には竹口町長も出演予定です
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お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

新
し
い
保
険
証
、

（
兼
）高
齢
受
給
者
証
は
届
き
ま
し
た
か

◇
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
が
、

保
険
証
と
一
体
化
に
な
り
ま
し
た

　

今
ま
で
、
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
に
は
、
保
険
証
と
と
も
に
高

齢
受
給
者
証
を
お
届
け
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
８
月
か
ら
、
保
険
証
と
一
体
化

し
た
た
め
１
枚
と
な
り
ま
し
た
。
別
途
、

高
齢
受
給
者
証
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
１
日

か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証
は
、

７
月
下
旬
ご
ろ
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
古
い
保
険
証
な
ど
は
、

内
容
が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
切
断
し
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
内

容
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
平
成
31
年
７
月
31

日
ま
で
で
す
が
、
年
齢
や
保
険
証
の
種
類

に
よ
っ
て
一
部
異
な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
高
齢
受
給
者
の

負
担
割
合
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
保
険
料（
税
）を
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
の

保
険
証
で
は
な
く
、
滞
納
状
況
に
応
じ
て
、

有
効
期
限
の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
や
、

医
療
費
の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

短
期
保
険
証
な
ど
の
発
行
は
、
納
税
相

談
の
後
に
行
い
ま
す
の
で
、
税
務
課
滞
納

対
策
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
保
険
証
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

再
就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
り
、
ご
家
族
の
方
の
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
に
変
わ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

職
場
で
は
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き

は
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
必
ず
役
場
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

脱
退
の
手
続
き
を
し
な
い
と
国
民
健
康

保
険
税
が
賦
課
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

脱
退
の
手
続
き
に
は
新
た
に
加
入
し
た
健

康
保
険
証
と
本
人
お
よ
び
世
帯
主
の
方
の

個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

※
原
則
14
日
以
内
に
手
続
き
を
す
る
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
ひ
と
月
に
ひ
と
つ
の
医
療
機
関
で

の
支
払
い
が
高
額
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
は
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

　

入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場

合
に
は
、
医
療
機
関
に
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
っ
た
り
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド
）、
印
鑑

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
70
歳
以
上
の
方
へ
＊

　

平
成
30
年
８
月
か
ら
適
用
区
分
が
変

わ
っ
た
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
の
ほ
か
、
住
民
税
課
税
世
帯
で
、
課

税
所
得
１
４
５
万
円
～
６
８
９
万
円
の

方
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

＊
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
お
持
ち
の
方
へ

現
在
発
行
し
て
い
る
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
以
降
も
引

き
続
き
高
額
な
診
療
等
を
受
け
る
方
は
、

交
付
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

「ジェネリック医薬品希望
シール」を活用しましょう
　ジェネリック医薬品は、新薬の特許
期間終了後に、有効成分や安全性など
が新薬と同等と認められた薬のことで、
開発コストが少ない分、新薬よりも安
く購入できます。
　大山町国民健康保険では、皆さんの
窓口負担を節約できるジェネリック医
薬品の利用を促進するため、ジェネリッ
ク医薬品への切り替えを手軽に意思表
示できるシールを作成し、新しい保険
証と一緒に同封しました。保険証やお
薬手帳に貼ってご利用ください。

＊年に２回（4 月、9 月診療分）ジェネ
リック医薬品へ切り替えた場合に削
減できる自己負担額を参考までにお
知らせしています。

	 （35 歳以上で一部の医薬品を使用し
ている方）
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知
ら
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父
子
・
母
子
家
庭
の
方
や
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
養
育
し
て
お
ら
れ
る
方
へ

次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
ま
た
は
母
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
か
、
父
親
ま

た
は
母
親
が
重
度
障
が
い
者
で
あ
る
場
合

に
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
（
一
定
の
障
が
い
状
態
が
あ

る
場
合
に
は
20
歳
未
満
）
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
さ
れ
な
い
場
合

◦
児
童
ま
た
は
父
・
母
・
養
育
者
が
国
内

に
住
所
が
な
い
と
き

◦
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
た
り
、

児
童
福
祉
施
設
等
（
通
園
施
設
を
除
く
）

に
入
所
し
て
い
る
と
き

◦
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い

な
く
て
も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
内
縁

関
係
も
含
む
）
が
あ
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
方
、
ま
た
は
同
居
さ
れ

て
い
る
親
族
等
の
所
得
に
応
じ
て
手
当

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
者
は
、
毎
年
8
月
に
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
未
提
出
の
ま
ま
2

年
経
過
す
る
と
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
、
中
程
度
以
上
の

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

す
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
さ
れ
な
い
場
合

◦
児
童
ま
た
は
父
・
母
・
養
育
者
が
国
内

に
住
所
が
な
い
と
き

◦
児
童
が
、
障
が
い
を
事
由
に
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◦
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
の
入
所
施
設

に
入
所
し
て
い
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
方
、
ま
た
は
同
居
さ
れ

て
い
る
親
族
等
の
所
得
に
よ
り
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
者
は
、
毎
年
所
得
状
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
今
年
は
8
月
10
日
か

ら
9
月
11
日
ま
で
で
す
。
未
提
出
の
ま
ま

2
年
経
過
す
る
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課　☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

平
成
30
年
度
手
当
支
給
額

児
童
扶
養
手
当

（
全
部
支
給
の
場
合
）

対
象
児
童
1
人
（
本
体
額
）

月
額
４
２
，５
０
０
円

2
人
目
の
加
算
額　月

額
１
０
，０
４
０
円

3
人
目
以
降
の
加
算
額

月
額　

６
，０
２
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

（
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
）

1
級
…
…
…
月
額
５
１
，７
０
０
円

2
級
…
…
…
月
額
３
４
，４
３
０
円

絵
画
展
の
ご
案
内

　

大
山
公
民
館
で
、
ビ
ス
タ
ー
レ
会

員
の
『
大
山
町
の
美
し
い
風
景
』
を

描
い
た
絵
画
展
が
開
か
れ
ま
す
。

《
入
場
無
料
》

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
期
日

	

8
月
1
日
（
水
）
～
10
日
（
金
）

	

10
時
～
17
時

◆
場
所

	

大
山
公
民
館

※
最
終
日
は
16

時
で
閉
館
し

ま
す
。
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お
知
ら
せ

使
用
済
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

回
収
し
て
い
ま
す

大
山
町
内
の
目
撃
情
報

（
平
成
30
年
７
月
11
日
現
在
）

５
月
10
日	

ク
マ
１
頭	

（
大
字
鈑
戸
）

６
月
１
日	

ク
マ
１
頭	

（
大
字
赤
松
）

６
月
２
日	

ク
マ
１
頭	

（
大
字
鈑
戸
）

６
月
４
日	
ク
マ
１
頭	

（
大
字
名
和
）

６
月
13
日	
ク
マ
１
頭	

（
大
字
豊
成
）

６
月
14
日	

ク
マ
１
頭	

（
大
字
殿
河
内
）

７
月
４
日	

ク
マ
１
頭	
（
大
字
鈑
戸
）

クマを寄せつけないために
～クマを知って事故を防ぐ～
クマを目撃された場合は、農林水産課へ

情報をお寄せください。

　

今
年
は
町
内
で
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
先
般
は
集
落
周
辺

で
の
目
撃
情
報
も
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も

以
上
に
家
周
辺
に
エ
サ
と
な
る
誘
引
物
は

置
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
…

◦
生
ご
み
や
放
棄
作
物
を
放
置
し
な
い

◦
食
料
品
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
家
畜
の
エ

サ
の
管
理

◦
家
周
辺
の
ハ
チ
の
巣
の
除
去

◦
柿
や
栗
等
の
早
期
収
穫

　

こ
の
ほ
か
に
、
集
落
周
辺
の
樹
林
の
伐

採
や
、や
ぶ
の
刈
り
払
い
（
緩
衝
帯
の
整
備
）

も
有
効
で
す
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
て
も
、

慌
て
ず
冷
静
に
！

○
ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合

◦
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
そ
の

場
を
立
ち
去
る

○
ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
る
場
合

◦
ゆ
っ
く
り
と
、
背
中
を
見
せ
ず
後
退
す

る
◦
ク
マ
と
の
間
に
立
木
な
ど
の
障
害
物
を

は
さ
む

〇
ば
っ
た
り
と
至
近
距
離
で
遭
遇
し
た
場
合

◦
慌
て
ず
素
早
く
ク
マ
か
ら
離
れ
る

○
ク
マ
が
攻
撃
し
て
き
た
場
合

◦
手
に
持
っ
て
い
る
物
や
丈
夫
な
木
の
棒

な
ど
で
ク
マ
の
鼻
先
や
目
を
攻
撃
す
る

◦
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
持
っ
て
い
る
場

合
は
、
ク
マ
の
顔
め
が
け
て
噴
射
す
る

◦
攻
撃
を
避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
防
御

姿
勢
を
と
っ
て
頭
・
首
を
守
る

そ
の
他
に

◦
近
く
で
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場

合
は
出
没
が
多
い
時
間
帯
（
早
朝
や
夕

方
以
降
）
の
外
出
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

◦
子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
そ
の
場

を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
（
母
グ
マ
が
近

く
に
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

　

ク
マ
を
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
農
林
水

産
課
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課☎

０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６

　
「
都
市
鉱
山
か

ら
つ
く
る
！
み

ん
な
の
メ
ダ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
は
、
公

益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
、

み
な
さ
ん
が
お
持
ち
の
小
型
家
電
製
品
か

ら
抽
出
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
金
属
を
使
っ
て
、

東
京
２
０
２
０
大
会
で
使
用
す
る
メ
ダ
ル

を
製
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

大
山
町
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
協
力
し
て
い
ま
す
。
役
場
本
庁
及
び

各
支
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
使
用
済
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０
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はい！消費生活相談窓口です

排水管の無料点検の後、
洗浄や工事が必要と勧誘された！
＊本当に必要か確認！見積もりをとってしっかり検討をしましょう。

Q：排水管の無料点検を受けた後、「清掃をしないとつまる、今ならキャンペーンで安い」と勧誘
され契約をしてしまいました。本当に必要だったのかわらないし、床下の工事が必要だと言わ
れました。

A：自宅敷地内の排水管は個人の管理です。本当につまっているのかどうか確認が必要です。掃除
や工事が必要な場合、あわてて契約をせず、複数の事業者から、掃除の内容、価格など見積も
りをとって、しっかり検討をしましょう。

	 　なお、訪問販売の場合、掃除が終わっていても契約書を受取って 8 日間はクーリングオフ（契
約解除）や取り消しができる場合があります。

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。
■住民課　☎０８５９-５４-５２１０（平日）　■鳥取県消費生活センター　☎０８５９-３４-２６４８（平日・土日）

訪問販売
トラブル

大
山
町
職
員
採
用
資
格
試
験 

（
一
般
事
務
・
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
建
築
技
師
）

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
大
山

町
職
員
採
用
資
格
試
験
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

職
種
及
び
受
験
資
格

○
一
般
事
務

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
～
平
成
13
年
4
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
鳥
取
県
西

部
市
町
村
内
在
住
者
の
方
。

○
保
育
士

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
～
平
成
11
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
の

資
格
を
有
す
る
か
、
平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
あ
る
方
で
、
鳥
取

県
西
部
市
町
村
内
在
住
者
の
方
。

○
社
会
福
祉
士

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
か
、

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
あ
る
方
で
、
鳥
取
県
内
在
住
者
の
方
。

○
建
築
技
師

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
～
平
成
13
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
鳥
取
県
内

在
住
者
の
方
。

採
用
予
定
人
数

○
一
般
事
務		



７
名
程
度

○
保
育
士		



１
名
程
度

○
社
会
福
祉
士		



１
名
程
度

○
建
築
技
師		



１
名
程
度

受
験
申
込
書

　

7
月
20
日
（
金
）
以
後
、
総
務
課
ま
た

は
各
支
所
総
合
窓
口
室
及
び
西
部
町
村
会

事
務
局
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

８
月
16
日
（
木
）
17
時
ま
で
に
西
部
町

村
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験

　

と　

き　

９
月
16
日
（
日
）

　

と
こ
ろ　

日
吉
津
村

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
町
村
会
事
務
局

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
２
０
４
９

　

米
子
市
糀
町
１
丁
目
１
６
０

　

西
部
総
合
事
務
所
新
館
２
階
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平
成
30
年
度 

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
職
員
採
用
試
験

　

事
業
創
業
や
開
業
に
関
す
る
基
本
知
識
、

税
務
を
含
む
開
業
の
実
務
、
事
業
計
画
づ

く
り
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
学
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。

　

各
種
公
的
支
援
施
策
（
補
助
金
・
助
成
金
）

や
資
金
調
達
な
ど
の
開
業
資
金
支
援
情
報

も
収
集
で
き
ま
す
。
創
業
や
起
業
を
考
え

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

	

８
月
24
日
（
金
）
19
時
～
21
時

◆
ス
ク
ー
ル
（
受
講
料
必
要
）

	

９
月
８
・
15
・
22
・
29
日
、
10
月
６
日

	

10
時
～
17
時

※
セ
ミ
ナ
ー
、
ス
ク
ー
ル
と
も
定
員
30
人

◆
講
師

	

Ｄ 

＆ 

Ｍ 

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

	

代
表　
　

高
橋　

志
織　

氏

◆
会
場

	

鳥
取
県
西
部
商
工
会
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
日
吉
津
村
日
吉
津
８
８
５
‐
９
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

	

大
山
町
商
工
会

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
０
６
５

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
・
ス
ク
ー
ル
」

受
講
者
募
集

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
は
、

平
成
30
年
度
の
事
務
局
及
び
消
防
局
職
員

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
事
務
局
職
員

◦
募
集
職
種
・
人
員

　

一
般
事
務
・
２
人
程
度

◦
応
募
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◦
試
験
日
・
科
目

▼
第
１
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

	

基
礎
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）、
適
性

検
査
、
作
文
試
験

▼
第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月
上

旬
（
予
定
）（
第
１
次
試
験
合
格
者
に

別
途
通
知
）

　

集
団
討
論
等
、
面
接
試
験

◦
採
用
予
定
日

	

平
成
31
年
４
月
１
日

◦
申
込
受
付
期
間

	

７
月
30
日
（
月
）
～
８
月
17
日
（
金
）

	

8
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
。）

	

（
郵
送
の
場
合
は
、
8
月
17
日
（
金
）
消

印
有
効
）

＊
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

	

（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http://w
w

w
.tottori-seibukoiki.jp/

◦
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

	

〒
６
８
９
‐
３
４
０
３

	

米
子
市
淀
江
町
西
原
１
１
２
９
番
地
１

	

（
米
子
市
淀
江
支
所
内
）

	

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

	
事
務
局　

総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
７
７
２
２

■
消
防
局
職
員

◦
募
集
職
種
・
人
員

	

消
防
吏
員
・
９
人
程
度

◦
応
募
資
格
（
募
集
人
員
の
内
訳
）

	

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
（
６
人
程
度
）

	

平
成
31
年
３
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
方
（
３
人
程
度
）

◦
試
験
日
・
科
目

▼
第
１
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

	

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力
試
験

▼
第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月
上

旬
（
予
定
）（
第
１
次
試
験
合
格
者
に

別
途
通
知
）

	

作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
健
康
審
査

◦
採
用
予
定
日

	

平
成
31
年
４
月
１
日

◦
申
込
受
付
期
間

	

８
月
１
日
（
水
）
～
8
月
17
日
（
金
）

	

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
曜
日
、
日

曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。）

	

（
郵
送
ま
た
は
信
書
便
の
場
合
は
、
８
月

17
日
（
金
）
必
着
）

＊
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

（
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

	
http://w

w
w

.tottori-seibukoiki.jp/
syobo/index.htm

l

◦
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

	

〒
６
８
３
‐
０
８
５
３

	

米
子
市
両
三
柳
５
４
５
２
番
地

	

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

	

消
防
局　

総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
35
‐
１
９
５
１

★
消
防
職
場
説
明
会
★

◆
日
時　

８
月
６
日
（
月
）

	

13
時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
消
防
局
（
米
子
市
両
三
柳
５
４
５
２

番
地
）

◆
内
容　

若
手
職
員
に
よ
る
消
防
業
務
の

話
、
訓
練
見
学
等

	

（
申
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

受
付
）

	
E-m

ail    syobo@
tottori-seibukoiki.jp
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平
成
30
年
度

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会【
入
門
編
】受
講
者
募
集

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
奉

仕
員
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

◆
内
容　

厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施
。（
実
技
、

聴
覚
障
が
い
者
福
祉
等
に
関
す
る
講
義
）

◆
対
象　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い

人
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る

方
（
高
校
生
以
上
）

◆
受
講
期
間

　

10
月
4
日
～
平
成
31
年
3
月
7
日　

	

18
時
45
分
～
20
時
45
分　

毎
週
木
曜
日

（
全
21
回
）

◆
会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
ほ
か

◆
定
員　

40
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
受
講
料　

２
，０
０
０
円

	

（
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
）

◆
申
込
方
法
及
び
申
込
期
限

◎
受
講
申
込
方
法

	

【
郵
送
の
方
】
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

受
講
申
込
書
に
記
入
し
、
申
込
書
記
載

の
住
所
宛
に
「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習

会
受
講
申
込
書
」
在
中
と
赤
で
記
入
の

う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

	

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
方
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
、
問
い

合
わ
せ
先
へ
確
認
の
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
締
切　

9
月
19
日
（
水
）
必
着

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

	

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

	

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

	

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

☎　

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

人
事
異
動

【
７
月
１
日
付
け
】

（
＊
か
っ
こ
内
は
旧
任
）

○
課
長
級
▼
財
務
課
課
長　

金
田
茂
之
（
総

務
課
参
事
兼
検
査
専
門
員
）
▼
こ
ど
も

課
課
長　

田
中
真
弓
（
健
康
対
策
課
子

育
て
支
援
室
室
長
）

○
課
長
補
佐
級
▼
総
務
課
課
長
補
佐　

小

椋
純
一
（
総
務
課
主
幹
）
▼
財
務
課
課

長
補
佐　

山
下
佳
恵
（
農
業
委
員
会
事

務
局
局
長
補
佐
）
▼
こ
ど
も
課
課
長
補

佐　

深
田
智
子
（
総
務
課
主
幹
）

○
主
幹
級
▼
総
務
課
主
幹　

汐
田
美
穂
（
人

権
・
社
会
教
育
課　

人
権
推
進
室
主
幹
）

▼
総
務
課
主
幹　

生
田
真
理
子
（
企
画

情
報
課
主
幹
）
▼
総
務
課
主
幹　

妹
尾

ゆ
か
り
（
地
籍
調
査
課
総
合
窓
口
室
主

幹
）
▼
財
務
課
主
幹　

木
町
由
佳
理
（
建

設
課
主
幹
）
▼
財
務
課
主
幹　

提
嶋
護

大
（
総
務
課
主
幹
）
▼
財
務
課
主
幹　

中
田
浩
司
（
総
務
課
主
幹
）
▼
税
務
課

主
幹　

天
島
か
お
り
（
幼
児
・
学
校
教

育
課
幼
児
教
育
室
主
幹
）
▼
住
民
課
主

幹　

枝
谷
昌
紀
（
建
設
課
総
合
窓
口
室

主
幹
）
▼
福
祉
介
護
課
人
権
推
進
室
主

幹　

高
虫
裕
幸
（
総
務
課
主
幹
）
▼
こ

ど
も
課
主
幹　

黒
見
恵
美
（
健
康
対
策

課
主
幹
）
▼
こ
ど
も
課
主
幹
管
理
栄
養

士　

野
口
千
晴
（
健
康
対
策
課
主
幹
管

理
栄
養
士
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主

幹　

齋
木
貴
敬
（
住
民
生
活
課
主
幹
）

○
主
任
級
▼
財
務
課
主
任　

田
中
彰
（
総

務
課
主
任
）
▼
こ
ど
も
課
主
任
保
健
師　

金
田
夏
美
（
健
康
対
策
課
子
育
て
支
援

室
主
任
保
健
師
）

○
主
事
級
▼
総
務
課
主
事　

吉
岡
幸
太
郎

（
企
画
情
報
課　

主
事
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

★
特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

込
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要

経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
か
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
鳥
取
支
部

（
鳥
取
県
建
設
会
館
内
）

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
２
２
８
１
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お
知
ら
せ

参加チーム募集！
大山町軟式野球大会

　

大
山
町
軟
式
野
球
協
会
で
は
、
第
12
回

大
山
町
軟
式
野
球
大
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

９
月
30
日
（
日
）

	

　
　
　

８
時
30
分
～
（
予
定
）

◆
場
所　

名
和
総
合
運
動
公
園
野
球
場

◆
出
場
資
格　

大
山
町
在
住
者
も
し
く
は

出
身
者
、
ま
た
は
勤
務
地
が
大
山
町
の

方
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

◆
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

◆
応
募
期
限　

９
月
13
日（
木
）
17
時
厳
守

◆
代
表
者
会
議
及
び
抽
選
会　

	

９
月
下
旬
予
定

※
申
込
用
紙
は
社
会
教
育
課
、
中
山
公
民

館
、
大
山
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
が
、
相
談
会
を
開

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

8
月
24
日
（
金
）

	

　
　
　

18
時
～
20
時

◆
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
1
会
議
室

◆
内
容　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
商
業
登
記
、
借
金
・
多
重
債
務

問
題
、
そ
の
他
身
の
回
り
の
法
律
問
題

※
前
日
ま
で
に
鳥
取
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）に
予
約

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４

お盆期間中の診療所休診について
名和診療所・大山診療所・大山口診療所
休診日　8月13日（月）～15日（水）

※ 8 月 11 日（土）は祝日（山の日）のため休診します

盆期間中及び前後の各診療所　診療日程　○印は診療があります。

診療所
8月10日 8月11日 8月12日 8月13日 8月14日 8月15日 8月16日

金 土
祝日 日 月 火 水 木

名和診療所
午前 ○ × × × × × ○

午後 × × × × × × ○

大山診療所
午前 ○ × × × × × ○

午後 ○ × × × × × ○

大山口診療所
午前 ○ × × × × × ○

午後 ○ × × × × × ○

ごみ分別収集の手引き
「ごみの区分と出し方」

（2017.10 月改定版）

＊ 22 ｐに修正があります
ゴルフボールは可燃ごみで出してくだ
さい。
◆住民課

☎０８５９- ５４- ５２１０

全国一斉
「子どもの人権 110 番」

強化週間
8月29日（水）～9月4日（火）

　学校における「いじめ」や家庭内に
おける児童虐待等に悩む子どもたちの
専用相談電話「子どもの人権 110 番」を
開設します。

子どもの人権110番
０１２０－００７－１１０

（全国共通フリーダイヤル）
◆受付時間　
　平日		  ８：30 ～ 19：00
　土・日曜日	 10：00 ～ 17：00

秘密は守ります。
ひとりで悩まず、相談してください。

法務省人権擁護局・全国人権擁護委員
連合会
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お
知
ら
せ

大山チャンネル
８月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ 12 時スタート
※８月 11 日〜 20 日は特別編成で放送します。

大山チャンネルはデジタル 113ch でご覧ください。

８／１〜
◆「歳取会議〜歳を取っても元気に楽
しく暮らせるまちへ」

　8 月のだいせん 100％ TV は、

大山町の重要課題についてガ

チンコトーク！おじいちゃん

やおばあちゃんが、何歳になっ

ても元気に楽しく暮らせる町

にするには？竹口町長をはじ

め、町内で医療や福祉、地域

づくりに取り組む専門家が集結。地域一丸となって

取り組むべき課題や、高齢者が活き活きと暮らせる

まちづくりについて語り合います。

８／１1〜
◆「上半期！全部見せます！大山チャ
ンネル」

　大山チャンネルが 2018 年上半期に放送した番組を

中心に一挙大公開！早朝から深夜まで、大山チャン

ネルの名作・話題作をお楽しみください。（時間ごと

の放送内容は、テレビの「番組表（ＥＰＧ）」でご確

認ください。8 月 21 日からは通常の番組編成でお送

りします）

◆連絡先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

　

名
和
公
民
館
で
、
今
年
度
か
ら
新
し
く

活
動
を
始
め
た
２
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
彩
の
会
』

◆
活
動
内
容

	

　

好
き
な
曲
に
の
せ
て
踊
り
を
楽
し
み

ま
す
。

◆
活
動
日
時

　

毎
週
月
曜
日　

19
時
～
21
時

◆
活
動
場
所　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
連
絡
先　
（
代
表
）
門
脇
美
枝
子

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
４
１
４
８

『
書
の
サ
ー
ク
ル
名
和
』

◆
活
動
内
容

	

　

墨
、
筆
、
紙
を
使
っ
て
楽
し
く
文
字

を
作
り
ま
す
。

◆
活
動
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

14
時
～
16
時

◆
活
動
場
所　

名
和
公
民
館

◆
指
導
者　

舩
原
濤
軒

◆
連
絡
先　
（
代
表
）
松
本
静
香

☎
０
９
０
‐
５
０
０
９
‐
８
１
２
３

名
和
公
民
館

新
サ
ー
ク
ル
が
で
き
ま
し
た

地域自主組織
楽しもなかやまイベント

サンデービールテント
2018夏

　よく晴れた空の下、芝生の上、そよ風の中。そん
なロケーションで昼からビールを飲めたら最高だと
思いませんか。めざしたのは、ビルの屋上ではない、
本当のビアガーデン。
　子ども用ビニールプールも用意します。ぜひご家
族でピクニック気分でお越しください！
※お飲み物のみの提供です。食べ物などは各自でご

持参ください。

◆日時　8 月 5 日（日）11 時〜 17 時
◆場所
	 文教の森 四季彩園＆さくら館（大山町赤坂 764）
◆主催　地域自主組織 楽しもなかやま

飲酒運転は絶対しないでください

地 域 自 主 組 織 	
 楽 し も な か や ま イ ベ ン ト 	
 

「 サ ン デ ー ビ ー ル テ ン ト 2018 夏 」 	
 

	
 

よ く 晴 れ た 空 の 下 、芝 生 の 上 、そ よ 風

の 中 。そ ん な ロ ケ ー シ ョ ン で 昼 か ら ビ ー

ル を 飲 め た ら 最 高 だ と 思 い ま せ ん か 。め

ざ し た の は 、ビ ル の 屋 上 で は な い 、本 当

の ビ ア ガ ー デ ン 。 	
 

子 ど も 用 ビ ニ ー ル プ ー ル も 用 意 し ま

す 。ぜ ひ ご 家 族 で ピ ク ニ ッ ク 気 分 で お 越

し く だ さ い ！ 	
 

	
 

※ お 飲 み 物 の み の 提 供 で す 。食 べ 物 な ど

は 各 自 で ご 持 参 く だ さ い 。 	
 

	
 

◆ 日 時 	
 

8 月 5 日 （ 日 ） 11〜 17 時 	
 

◆ 場 所 ： 文 教 の 森 	
 四 季 彩 園 ＆ さ く ら 館

（ 大 山 町 赤 坂 764） 	
 

◆ 主 催 	
 地 域 自 主 組 織 	
 楽 し も な か や ま 	
 

	
 

飲 酒 運転は絶対しないでください 	
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私たちのまち（７月１日現在）

◯人　口；１６, ４３６人（ー１１）

　　男　：　７, ９２２人（　ー２）

　　女　：　８, ５１４人（　ー９）

◯世帯数；５, ７１６世帯（　　２）

今月の税・保険料
町県民税（２期）
介護保険料（２期）

後期高齢者医療保険料（２期）
国民健康保険税（３期）

納期限8月31日（金）
※期限までに納めましょう

編
集
後
記

　

2
代
目
大
山

並
木
松
の
植
樹

を
取
材
し
ま
し

た
。
初
代
の
並

木
松
の
遺
伝
子

を
受
け
継
ぐ
松

を
育
て
よ
う
と
大
山
小
学
校
児
童
が
2
年

前
に
接
ぎ
木
し
た
ク
ロ
マ
ツ
。
今
回
の
植

栽
行
事
の
苗
木
と
し
て
植
え
ら
れ
ま
し

た
。
50
年
後
に
は
、
16
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

高
さ
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

落
雷
、
風
雪
、
害
虫
な
ど
困
難
が
た
く

さ
ん
待
ち
構
え
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
大
山
参
り
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
ろ
）

  

タクシー乗務員募集  

☎(0859)48-0550  
米子市両三柳 840-3 産業道路沿い 

男女 30～60 代活躍中 全車カーナビ搭載 

米子第一交通 説明会 検索 

なかやま温泉
だより

vol. 51

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

祝！大山開山1300年
地蔵フォトロゲイニング
in大山寺参加者募集

　制限時間内にできるだけ多く
のチェックポイントをまわって、
証拠を写真に残します。高得点
をねらうも良し、ゆっくり回る
も良しの「オリエンテーリング」
です。

◆日時　9 月 9 日（日）
　　　　9 時受付開始
◆対象　１チーム：2 人～ 5 人

（中学生以下は必ず大人と
チームを組むこと）

◆参加費　大人（高校生含む）1
人 1,300 円、中学生以下は無料
◆申込期限　8月 24日（金）17時
◆問い合わせ先　

大山ツーリズム協議会事務局
（観光課内）

☎０８５９- ５３- ３１１０
メール：kankou@daisen.jp

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。
夏
が
本

格
的
に
や
っ
て
き
ま
し
た
！

　

お
盆
期
間
な
ど
は
、県
外
か
ら
帰
省
さ

れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

海
水
浴
の
帰
り
や
、
お
墓
参
り
の
後
は
、

帰
省
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
な

か
や
ま
温
泉
に
来
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

＊
８
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

8
月
16
日
～
8
月
25
日
ま
で

『
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　

期
間
中
に
券
売
機
で
入
浴
回
数
券
の

各
種
綴
り
を
購
入
さ
れ
た
方
の
み
、
綴

り
に
応
じ
て
、
無
料
券
も
し
く
は
さ

ん
ち
ゃ
ん
カ
ー
ド
へ
の
ポ
イ
ン
ト
を
進

呈
し
ま
す
。
大
変
お
得
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
回
数
券
を
ご
購
入
く

だ
さ
い
！

８
月
５
日
（
日
）

『
な
か
や
ま
温
泉
朝
市
』

【
場
所
】
中
山
温
泉
隣
接
多
目
的
広
場

【
時
間
】
9
時
～
11
時

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間
：
10
時
～
21
時

休
館
日
：
第
２
・
第
４
月
曜
日

入
浴
料
金
：
大
人
４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
人
２
１
０
円

お
盆
期
間
中
も

休
ま
ず
営
業
し
ま
す

有料広告


